
災害時対応訓練・演習 
～緊急時対応組織、立ち上げ訓練～ 

カリキュラム例 

対 象 

研 修 時 間 

 災害時対応は、実際に経験したことがあるとない人では大きな差が出ると言われます。この講座では、できる限
り臨場感をもって災害発生時を再現し、具体的にどのように情報を把握し、把握した情報からどのように判断・指
示を行えばよいかを体感することによって、今まで想定し得なかったリスクを認識していただき、今後の対策に活
かしていただきます。自組織の災害対応における課題を見つけたい方に最適な講座です。 
 

管理者、災害対策本部員、現場リーダー 

5～6時間 

内  容 形 式 

・福祉事業所における防災の基本的な考え方  
・被災時の組織のあり方（現場職員の役割と管理者の役割） 
・職員が行動するための準備  
・災害発生時に機能する対策本部の仕組み  
・地震発生時のシミュレーション演習（設定要件を提示し、ワーク演習） 
＜被災直後３０分のシミュレーション＞ 
＜対策本部立ち上げシミュレーション＞ 
＜夜間想定＞ 
＜地域および関係機関、他の事業所との連携＞ 

講 義 

・災害対策本部立ち上げ模擬訓練（選定されたメンバーで訓練を実施） 
＜対策本部立ち上げ訓練実施＞ 
・グループディスカッション 
＜対策本部立ち上げ訓練後の意見交換＞ 
・意見交換の内容を発表(1グループ：発表7分・講師アドバイス3分） 
＜グループごとに講師からのアドバイスを含む＞ 
質疑応答とまとめ 

演 習 

概 要 

※想定する災害の度合いによってレベル（難易度）の設定が可能です。 
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